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平31年3月20日 岸 病院 

【統一様式】 

岸 病院が担う役割について 

資料１－３  

菊池地域医療構想調整会議 



１ 現状と課題① 
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【自施設の現状と課題】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 昭和38年7月に岸 診療所として、消化器外科を主に開院されま
した。その後、当院は昭和44年10月に医療法人 菊芳会 岸 病院
となり、平成6年からは療養病床として新築しました。 
 現在は、慢性期の病院（医療療養型病棟・介護療養型病棟）とし
て地域医療に携わっております。 
 
当院の基本理念 
 
 「 地域の皆様の為に、誠意・信頼・幸福をモット-に 
              心のこもった役立つ地域医療 」 
   
 を掲げ、現在は、ご病気の治療だけでなく、プライマリ・ケアや 
 リハビリテ-ション、鍼治療も含め患者様の生活全体を考えた地 
 地域医療・介護サービスを提供しております。 
 
  



１ 現状と課題② 
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【自施設の現状と課題】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 又、当院は平成6年にリハビリテーション部を追加し、地域の患者様の肺
炎・圧迫骨折等様々な疾患に伴う、機能障害・能力障害に対し、患者一人
ひとりのニ-ズに合ったリハビリテ-ションを提供しております。 
 
 平成12年には介護保険の開始に伴い、地域の要望・必要性に応じ通所リ
ハビリテ-ション（デイケア）を開設し、訪問診療も行っております。 
 
その他 
 ①市委託の乳幼児健診 
 ②学校医（泗水西小、保育園、高等学校） 
 ③産業医 
 ④警察嘱託による検案活動 
 ⑤施設のIT化をすすめており、 
  １．平成26年   冨士フイルムメデｲカル FDRの導入 
  ２．平成27年6月  デジタル方式ナ-スコ-ル導入  
  ３．平成29年2月  全館照明のLED化  
  ４．平成31年1月  キャノンメメデｲカルシステムズ 16列CT導入 
 
    
  
 



１ 現状と課題③ 
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【自施設の現状と課題】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

許可病床と届出入院基本料   療養型病床 56床 
 
１．医療療養型病棟   入院基本料 療養２ 
            32床（平成30年4月 40床 → 32へ） 
 
２．介護療養型病棟   介護型療養病床Ⅰ 強化型B(多床室） 
            24床 
 
職員数（常勤換算） 
 
 
 
 
 ※その他 給食部門委託（栄養士１名・調理師１名・調理員２名） 

 医 師 薬剤師 理学療法
士 

管理栄養
士 

看護師 准看護師 介護職員 事務員 

  3.1   1  4  1  9.2  8.2  13.8  4 



１ 現状と課題④ 
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【自施設の現状と課題】 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
    

診療実績 

 
   

療養型医療病棟 単位 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 
H30.4～H31.1まで 

病床稼動率 ％ ９２．７ ９３．２ ８８．６ ９４．７ 

医療区分（２・３） ％ ６９．８ ７２．８ ７６．９ ７８．３ 

介護療養型病棟 単位 
 

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 
H30.4～H31.1まで 

病床稼動率 ％ ９３．０ ９３．８ ８８．７ ９５．６ 

全体（５６床） 単位 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 
H30.4～H31.1まで 

病床稼動率 ％ ９２．８ ９３．４ ８８．７ ９５．１ 

  項  目 単位 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 

入院患者延数 人 ２１，６８６ ２１，８３５ ２０，７２７ １６，３０２ 

入院患者数 人    １８１    １８２    １７６    １３６ 

退院患者数 人    １８３    １８１    １８７    １３０ 

外来患者数 人  ６，５５４  ６，３４１  ５，４０８  ４，０８１ 



１ 現状と課題⑤ 
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【自施設の現状と課題】 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
    

医療従事者の確保及び病院情報の発信 
 
 今般の医療従事者の不足に対して当院でも医療機関従事者の確保が課題
となっています。 
 
具体的な人員確保対策として 
 
① 昨年（平成30年）4月病床を減少し、今まで2病棟３フロアーであった 
 のを２病棟２フロアーにし、看護・介護業務に於いて動線の改善を行い 
 ました。 
 
② 本年より、ホームページを立ち上げ、現在のネット社会に応じた情報 
 の発信とネット上での求人活動を行います。 
 
③ 看護学生への支援 
 

 
   



２ 今後の方針 
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【地域において今後担うべき役割】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療療養型病棟 
 
 近辺の医療機関等との連携をとり、外来患者様の肺炎・圧迫骨折・終末期の看取り
など、地域の慢性期の病院としての役割を踏まえ、菊池地域圏の１医療機関として現
状を維持して行きます。 
 
 
介護療養型病棟 
 
 益々の高齢化に伴い、現病床を維持し、介護医療医院への転換を目指し、地域のニ 
-ズに応えていきたいと考えております。 
 
救急医療（輪番制２次） 
 
 現状、自家用車などでの来院もあり、可能な限り菊池医療圏での救急医療機関とし
ての役割を果たして行きたいと考えております。 



３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 
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【①４機能ごとの病床のあり方 その１】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ※介護療養型病棟24床は、2025年までに介護医療院へ転換予定 

病床機能 2018年(平成30年) 2025年 

高度急性期      0       0 

急性期      0       0 

回復期      0       0 

慢性期     56      32 

その他      0       0 

合  計     56      32 

単位：床 



３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 
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【 ①４機能ごとの病床のあり方 その２】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療療養型病棟 
 
・現在 療養２（医療区分2・３の割合が５０％以上、８０％未満）の入院基本料 
 を算定していますが、今後は医療度の高い（医療区分2・3の割合が８０％以上） 
 療養１を目指します。 
 
・自院の外来患者様の入院と近辺医療機関等からの慢性期ながら重篤な患者様の紹 
 介率が高く、今まで同様、他医療機関等との連携を充実しつつ、外来患者様、近 
 辺の医師の先生方からのご信頼を高めて行くことを目指しています。 
 
リハビリテーション部門 
 今後、理学療法士を増員も視野に入れ、脳血管疾患、運動器疾患等のリハビリテ 
 ーションに於ける技術・知識の向上に取り組み、患者様一人ひとりの異なるニ- 
 ズ・目標の達成を目指して行きます。 
 
外 来 
 今年３１年１月にCT装置を16列以上に新しく入れ替え、又、検査（内視鏡等）担 
 当医師を確保し、自院での初期検査の充実を図って行きます。 



３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 
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現時点 
(H31年２月時点) 

2025年 理由・方策 

維持 

内科・循環内科・胃腸
内科・外科・整形外科 
皮膚科・泌尿器科・リ
ハビリテ-ション科・
こう門科・麻酔科 

内科・循環内科・胃腸
内科・外科・整形外科 
皮膚科・泌尿器科・リ
ハビリテ-ション科・
こう門科・麻酔科 

新設 なし なし 

廃止 なし なし 

変更・統合 なし 
なし 
 

【②診療科の見直し】 



３ 具体的な計画 
(2)数値目標 

11 

現時点(平成３０年４月～平成３１年 １月時点) 2025年 

①病床稼働率 ９５．１％ ９７％ 

②紹介率 ４３．８％ ４８．１％ 

③逆紹介率 １９．１％ ２４．７％ 



３ 具体的な計画 
(3)数値目標の達成に向けた取組みと課題 
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【取組みと課題】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．慢性期医療機関としての役割 
 
  今後も病院のハード、ソフト面を充実させ、現病床数を維持し、

慢性期の医療機関としての当院の役割を果たし、近辺医療機関と
の連携強化に努め地域医療に貢献して行きたいと考えております。 

 
 
２．地域医療への取り組み 
 
   新しく開設したホームページ等を活かし、患者様への新しい

情報を随時発信し、開かれた、患者様の満足する医療を提供して
行きたいと考えております。 

 
   
 
 


